












●科学技術調査研究助成課題（令和4年度
下期他採択課題）成果報告会を開催しま
した
当財団では、大学、研究機関、公益的な調査研究団

体等に所属する研究者・技術者を対象として、科学技
術に関する政策の立案・推進、社会経済との関連、コ
ミュニケーション、人材育成、発展動向等に関する調
査研究を助成する「科学技術調査研究助成」事業を
行っています。募集は各年度の上期と下期に分けて
行い1年間の調査研究を終えた半年後に、調査研究を
行った方々にその成果の概要を発表して頂き成果を
普及する場として、成果報告会を年に2回開催してい
ます。
令和6年4月22日に法曹会館（東京都千代田区）に

おいて令和4年度下期採択課題の成果報告会を開催
しました。対面式での開催は令和元年10月以来とな
ります。本会では、新型コロナウイルスを取り巻く状
況に鑑み期間延長した令和2年度下期採択の1課題、

令和3年度下期採択の2課題および令和4年度上期採
択１課題を含めた令和4年度下期採択課題の９課題に
ついて報告が行われました（下記表）。 当財団の佐藤
征夫理事長の挨拶により開会し、下田隆二専務理事・
事務局長の司会の下に報告と質疑応答が進められま
した。発表会終了後には交流会が開かれ、発表者を代
表して日本工学教育協会の札野順様より乾杯のご発
声をいただき、異なる調査研究の実施者間で活発な
交流が図られました。
今回の報告会に係る課題の成果の概要は当財団の

ホームページでご覧いただけます。
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成果報告会で報告された科学技術調査研究助成課題（発表順）
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●財団の事業活動

（一財）新技術振興渡辺記念会は、定款に規定され
ている目的と事業に基づき、以下の４事業に取り組ん
でいます。

●調査研究の実施
自主事業として科学技術政策の立案・推進、科学技
術と社会経済との関連などに関する調査研究を財団
内で、あるいは外部委託などの方法により実施してい
ます。令和５年度は「中国の研究力の実態に関する調
査研究～大規模国インドと比較して～」、「科学技術イ
ノベーション振興のための人的基盤の強化に関する
調査研究」を実施しました。
終了した課題の成果のうち多くの皆様の興味をひ

きそうなものについては、適宜概要を本誌で紹介する
ようにしています。

●調査研究への助成
年２回の公募により、公益的な調査研究団体、大学等

に所属する研究者などを対象として、科学技術政策の
立案・推進、科学技術と社会経済との関連、科学技術の
コミュニケーション、人材の育成、発展動向等に関する
調査研究への助成を行っています。最近では令和６年
度上期の採択課題12件（助成金額総額：23百万円）を
決定しました。

●国際交流への援助
公募により、学協会等公益的な調査研究団体、大学等

に所属する研究者などによる①海外における国際研究
集会等への参加、②国内外における国際研究集会等の
開催、③外国の研究者等の招へいを援助しています。
令和５年度においては10件を採択し、援助しました。

コロナ禍によりオンラインで開催していた調査研究助成課題成果報告会を４年半ぶりに会場で開催することができま
した。つながり感、フィードバック、集中力など会場開催ならではの力を実感しました。また、余儀なく導入したオンライン
にも時間・場所の柔軟性、参加しやすさ、環境への配慮などの長所があることがわかってきました。当財団の調査研究事
業で生成AI、メタバースなど最新技術動向に接するたび、これからのコミュケーションはどのように発展するのか想像が
膨らみます。時宜を得つつ会合それぞれの特性を踏まえた「最適会」を探してまいります。  （事務局）

編 集 後 記

●普及・啓発の推進
科学技術振興のための普及・啓発の推進事業を
行っています。令和５年度に行った主な事業は、次のと
おりです。

●令和３年度下期および令和４年度上期助成課題
「成果報告概要集」の発行
●科学技術映像祭の共催および当財団理事長賞の
贈呈

●井上春成賞贈呈事業の後援および受賞研究者へ
の研究奨励金の贈呈

●「技術経営・イノベーション」推進事業（技術経営イ
ノベーション大賞の表彰等）の協賛

以上の４事業については、当財団のホームページ
で、各事業の概要、これまでの実績、募集要領等を公
開しています。

●追想集刊行のお知らせ
7月1日は当財団の創立記念日です。昭和57年7月
1日に内閣総理大臣の許可を得て設立され、初代理事
長に武安義光氏が就任しました。財団存亡の危機か
ら劇的な復活まで多難な舵取りにあたった武安義光
氏の追想集「武徳薫千載-
剣道と科学技術に尽くした
百年-」が刊行されました。
Amazonでお求めいただ
けます。

Amazon商品ページ
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